現代語における敬意表現
　（１）幼稚園での敬語事情
　　丁寧語「お」の過剰物言い（幼稚園での先生の児童たちへの呼び掛け表現）
　　○「はい、いいですか。これからお絵かきします。お道具を渡しますから、先生のところにお集りしましょう」
　　○「さあ、次はお遊戯ですよ。おりこうさんだから静かにお並びしてね」
　　○「お庭のお犬にお菓子をあげましょうね」
　（２）家庭での美化語としての「お」と「ご」は？
　　　お茶，お魚，おひや（水），お腹（はら），お食事，御飯（めし），ご褒美，
　　　おひや【冷水】和泉流狂言「お冷やし」主人（アド）と太郎冠者（シテ）の会話
　　　　アド「あれへいて、お冷やしをむすんでこい」
　　　　シテ「なにがどうじゃと仰せられる」
　　　　アド「いやあの滝のお冷やしをむすんんでこいというのじゃ」
　　　　シテ「あの滝の水を汲んで来いと仰せらることか」
　　　　アド「なかなか」
　　　　シテ「水ならば水汲むでよいことを。お冷やしをむすべ」ト云テ笑フ
　　　　アド「それは汝が何も知らぬによってじゃ。皆上々内裏方の上臈達はお冷やしをむすぶとこそ仰せられて、　　　　　　　水を汲むなどとはこそ仰せられて、水をくむなどとは仰せられぬ。そちも今からいひならへ」
　　　　シテ「もっとも上々の上臈達や稚児若衆等はお冷ともむすぶとも仰せられうが、お前の様な大きな口から」　　　　　　ト云テ笑フ
　　　飯を食う（男性表現）→御飯を食べる＞お食べ（女性表現）
　　　腹ぺこだ（男性表現）→お腹がすいたわぁ（女性表現）
　　　うまい   （男性表現）→おいしい（女性表現）：味噌汁の宣伝での男（村野武範）女（酒井和歌子）の会話
　　（３）おかしな謙譲語
　　○「どちらにいたしますか？」→「どちらになさいますか？」
　　○「とんでもございません」「とんでもありません」→「とんでもな－」
　　（４）「やる」と「あげる」（謙譲語）
　　童謡『桃太郎』の二番の歌詞は？
　　○「　　ましょう　　　ましょう　これから鬼の　征伐に　ついて行くなら　　　ましょう」
　　○「犬にえさを　　　」「花に水を　　　」「うちの子のオムツを取り替えて　　たら・・・」
　　（５）変な敬語
　　落語「松引き」家来田中三太夫から丁寧にものを言えと言われた植木屋が殿さまの質問に答える場面。
　　　恐れながら申し奉りますが、ただいまお聞き申したるところのお築山さまのお松のところをお泉水さまの側へ　　　お引き奉りますと、お松がお泣き遊ばすか遊ばさないかということでございまするが、移り奉りますには、ソ　　　ノお油かすの五升もお盛り下さって、小太い根へするめをお巻き遊ばしてお引きになれば、お枯れる気遣いが　　　ございませんと心得るのでござり奉りますので……
　　右の表現はどこがまちがっているのだろうか？
　　（６） 敬語動詞
　　Ａ動詞の敬語には二つのタイプがある。①は暗唱する表現、②は便利な敬語表現
　　　　一般動詞　　　尊敬　　　　　　　　　　　　謙譲　　　　　　　　　丁寧
　　　①言う　　　  →おっしゃる　　　　　　　　　申す，申し上げる　　　申す
　　　　行く        →いらっしゃる　　　　　　　　まいる　　　　　　　　まいる
　　　　　　　　　　　おいでになる　　　　　　　　うかがう
　　　　　　　　　　　お越しになる
　　　　する　　　  →なさる，あそばす　　　　　　　　　　　　　　　　　致す
　　　　食べる      →召し上がる，あがる　　　　　いただく，頂戴する　　いただく
　　　②話す        →お話しになる，話される，　　話していただく
　　　　　　　　　　　お話し（して）下さる　　　　お話し申し上げる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お話しいたす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お話しする
　　Ｂ方言と敬語は？　西高東低型（身分階級・男尊女卑の社会での長い関係が生み出したことば表現）
　　　①大阪  ：書かはる→書きやはる→書きなはる
　　　　鹿児島：書かる  →書きゃる  →書きゃんす
　　Ｃ「はい」「いいえ」は丁寧な表現への始まりでもある。
　　（７）挨拶ことばにおける敬意表現
　　○「行ってきます」→「行って参ります」：「行ってらしゃい」
　　○「ただいま」→「ただいま戻りました」：「お帰りなさい。（今日はどうでした？）」
　　○「ありがとう」→「ありがとうございます」：「はい」「いいえ」
　　○「いただきます」：「召し上がれ」
　　○「ごちそうさま」：「おいしかったですか？」
　　○「お休みなさい」：「はい、お休みなさい」
＜課題＞次の敬意表現を考えてみなさい。
　　○お姫さまのおとうさまとおかあさまは、ふしぎに思って、どうかしてそのお婿さんの正体を見届けたいと思い　　　ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［三輪の麻糸二⑰４］
　　○弟の神は兄の神に向かって、「いつぞや約束したとおり、わたしは少女をお嫁にもらって、子供まで出来まし　　　た。だから約束のとおり、あなたの着物をぬいで下さい。それからごちそうをたんとして下さい」　　　　　　　　［春山秋山二］
　　○「いいえ、ため息をおつきになったりなんかして、きっと何か御心配なことがあるのでしょう。わけを話して　　　下さいまし。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［夢占二］
　　○すると雷は大そうよろこんで、「どうもありがとう。何かお礼をさし上げたいが、あいにく何も持ってきませ　　　んでした。何でもほしい物があったらいって下さい。空に帰ったら、きっとおくって上げますから。」　　　　　　［雷のさずけもの］
　　○「そういえば、おかあさん、あの時の羽衣はどうなったでしょうね。あれなり伊香刀美さんにおあずけしたま　　　まになっておりますが、長い間にいたみはしないかと、気にかかります。おかあさん、あのちょいとでよろし　　　ゅうございますから、見せて下さいませんか。お願いです。」［白い鳥］
　　○「じゃあ、おじさんがおあしを上げるから、その亀の子を売っておくれ。」［浦島太郎］
　　○「わたくしは先日助けていただいた亀でございます。今日はちょっとそのお礼にまいりました。」［浦島太郎］
会話文における敬意表現
　家族呼称
	
	
	
	
	
	

	 対象　　場

	 　直接呼称

	 　家族会話

	 　家族外の話

	 　他人の家族の話

	

	 　夫
 　妻
 　父
 　母
 　兄
 　姉
 　弟
 　妹
	［名前］
［名前］
 おとうさん
 おかあさん
（お）にいさん
（お）ねえさん
［名前］
［名前］
	［名前＋（さん）］
［名前］
 おとうさん
 おかあさん
（お）にいさん
（お）ねえさん
［名前］
［名前］
	 主人、宅［姓］
 家内
 父
 母
 兄
 姉
 弟
 妹
	 ご主人［姓＋さん］
 奥さん
 おとうさん
 おかあさん
 （お）にいさん
 （お）ねえさん
 おとうとさん
 いもうとさん
	

	 　子供
	［名前］
	［名前］
	 (男)むすこ
	
	（うち
	 (男) ぼっちゃん
	

	
	
	
	
	の）こ
	　　　むすこさん
	

	
	
	
	 (女)むすめ
	
	ども
	 (女) おじょうさん
	

	 　祖父
 　祖母
　 孫
　 おじ
 　おば

	 おじいさん
 おばあさん
［名前］
 おじさん
 おばさん

	 おじいさん
 おばあさん
［名前］
 おじさん
 おばさん

	 祖父
 祖母
（うちの）まご おじ
 おば

	　　　むすめさん
 おじいさん
 おばあさん
 おまごさん
 おじさん
 おばさん

	


　　①丁寧な話し方をする家では「さん」に変って「さま」を使う。
　　②子供のある家では呼び方が子供中心となって、父親は自分をさして「おとうさん」と言ったり、妻に向って　　　　「おかあさん」と言ったりする。
　　③「ちゃん」は親しみを表すので、幼い子供を呼ぶ時や、「にいさん」「ねえさん」の変りに使う。
　　④家の中でも使用人に向って言う時は、夫を「だんなさま」と言い、妻を「おくさん」と言う。
　　⑤「おとうさん」「おかあさん」の変りに、「パパ」「ママ」を使う。
　　⑥他人の家族に付いて話す時、「鈴木さんとこの奥さん」「佐藤さんの息子さん」と姓を一緒に使う。
　　⑦本当の兄や姉でなくとも、自分より年上の人に対して「おにいさん（ちゃん）」「おねえさん（ちゃん）」と　　　使う。
　　⑧その他の呼称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謙譲
　　　父＝おとうちゃま，おとっあん，おとうちゃん、とうちゃん，とっちゃん、ととさま，おちちうえ，ちちうえ　　　　　；おやじ
　　　母＝おかあちゃま，おかっあん，おかあちゃん，かあちゃん，かっちゃん，かかさま，おははうえ，ははうえ　　　　　；おふくろ
　　　兄＝にいちゃん，あんちゃん，あにさま；あに（き）
　　　姉＝ねえちゃん，；あね（き）
　　　夫＝　　；やど，うち
　　　妻＝　　；妻，かない
　　　子供＝ぼうず；せがれ
　　⑨自分の家族の者をおいて他人に話しをする時、「この人」という。
　　⑩子供が父母を名前で呼ぶ。＜嘉代さん電話＞
　　⑪夫に対して「あなた」が使える。使えない。
　　⑫妻に対して「おまえ」が使える。使えない。
　　⑬妻に対して「おい」と言ってしまう。
【例文】
　○「おやすみなさい、お母さん」＜尭の母への直接対話＞　　　　　　　　　［梶井基次郎『冬の日』一四四頁］
　○「この節は何でも母さんの真似ばかりしてるんですよ。」＜お雪が我が子のことを人々に＞［島崎藤村『家』］　○「嬢っちゃん、早くこちらへ来て－」＜若い女中の直接対話＞　　　　　［長谷川時雨『旧聞日本橋』四二頁］
　○「お父さんまけてくださったんです、そんなはずはありません。」＜軍人が筆者の父を筆者に＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［時雨『旧聞日本橋』二一四頁］
　○「そらお父さんがはじめた、みんな退いておいでよ。」＜娘が父を家内の者に＞　　　　　　　　　　　　　　　　［長谷川時雨『旧聞日本橋』二五八頁］
　○「お父さんはな、八歳か九歳の時分手習師匠が大変可愛がってくれた。〔中略〕紙へかいてくれた絵話のよう　　　な絵が沢山あったのを、祖父が丹念にとっておいてくれたのだが、どうしてしまったかなあ。どちらかになっ　　　ておけばよかったのを、祖母が、商人がいいといって丁銀という大問屋へ小僧にやられた。」＜父が娘に＞　　　　［長谷川時雨『旧聞日本橋』二五八頁］
　○「今度八丁堀の私の内へ遊びに来ておくんなせえ。一番私がね、嚊々左衞門に酒を強請る呼吸と云ふのをお目　　　にかけまさ。」「女房が寄せつけやしまい、第一吃驚するだろう、己なんぞが飛込んぢや、山の手から猪ぐら　　　ゐに。所かはれば品かはるだ、なあ、め組。」＜め組と主税のめ組の妻についての会話＞　　　　　　　　　　　　［泉鏡花『婦系図』前編二九～三〇頁］
　○「母様が何だ。母様が娶ふんぢやあるまい、君が女房にするんぢやないか。例でも其の遣方だから、いや、　　　　〔中略〕皆母さんが恁う云つた。叔父さんが、あゝだ、父さんが、それだ、と難癖を付けちや破談だ。」　　　　　＜河野と先生の会話＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［泉鏡花『婦系図』前編七二頁］
敬語の表現性
　日本語の表現の大きな特徴の一つとして表現形式の選択に、話し手（表現主体）の立場意識が強力に関与する。
　　　話し手自身の年齢、性別、職業に対する意識
　　　話し手が、自分との関わりをもつ聞手（理解主体）に、関わりの中で表現内容を告知する意識
　表現者の立場意識
	
	
	

	
	 野々宮君は笑いながら、
 「まあ、どうかしましょう。　　身長（なり）ばかり大きくって馬鹿だから実に弱る。あれで団子坂の菊人形 

が見たいから、連れて行けなんて云うんだから」＜野々宮＞
 「連れて行ってお上げなさればいいのに、わたくしだって見たいわ」＜美禰子＞
 「じゃ一緒に行きましょうか」＜野々宮＞
 「えゝ是非。小川さんもいらっしゃい」＜美禰子＞
 「えゝ行きましょう」＜小川三四郎＞
 「佐々木さんも」＜美禰子＞
 「菊人形はご免だ。菊人形を見る位なら活動写真を見に行きます」＜佐々木与次郎＞
 「菊人形はいいよ」＜広田先生＞
 と今度は広田先生が云い出した。［夏目漱石『三四郎』］

	


　＊公の場での発言でない。
　＊お互いにある程度の親密感を抱いている。
　　○野々宮の立場意識
　　　広田先生を意識した聞手に対して→「まあ、どうかしましょう」
　　　聞き手（先生・美禰子・三四郎・与次郎）との関係を考慮して妹よし子〔会話素材〕について
　　　→「身長（なり）ばかり大きくって馬鹿だから」「連れて行けなんて云うんだから」
　　　聞き手美禰子に対して→「じゃ一緒に行きましょうか」
　　○美禰子の立場意識
　　　野々宮に対して→「お上げなされば」
　　　よし子に対して→「お上げなされば」
　　　自分が女性であることによって→「わたくし」「見たいわ」
　　　三四郎に対して→「小川さん」「いらっしゃい」
　　　与次郎に対して→「佐々木さん」
　　○三四郎の立場意識
　　　聞き手に対して→「行きましょう」
　　○与次郎の立場意識
　　　自分が男性であることによって→「菊人形はご免だ」
　　　聞き手に対して→「見に行きます」
　　○広田先生の立場意識
　　　親しい目下である聞き手に対して、及び自分が男性であることによって→「菊人形はいいよ」
　各々の立場意識によって選択された表現形式を「待遇表現」と言う。
　　①敬意に基づくもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　②上下関係の識別意識に基づくもの
　　③上品にあるいは丁寧に表現しょうとする意識に基づくもの
　　④親疎の「疎」の意識に基づくもの
　を特に「敬語」と称する。
　「連れて行ってお上げなさればいいのに」の「お……なされ」は話し手美禰子の素材としての野々宮に対する敬意　表現である。
　「連れて行って上げる」のは野々宮の動作であるが、これは野々宮に対する敬意表現でもなければ、人物相互の上　下関係を考慮した表現でもない。
　動作主体である野々宮の行為を通して、話し手美禰子がよし子に対して敬意表現をしているのである。
　この場合は、素材に対する敬意表現であることは確かであるが素材である動作の受け手に対する敬語意識が、動作　主体（為手）の動作の表現を通して表されているのである。
　仮説［受け手が、話し手の兄の子供であるような場合］の表現
　◎「連れて行っておやりになればいいのに」「……してやっておくれ」（……してあげる）
　　やって……よし子に菊人形に連れて行くという恩を与える
　　おくれ……そうすることにより話し手美禰子に恩を与える
対素材意識に基づく素材敬語
　①流動敬語
　「お……になる」の類を＜為手敬語＞
　　「○○さんのお宅はお隣です」　　　　　　いらしゃる
　「上げる」の類を＜受手敬語＞
　　「○○さんのお宅へは明日うかがいます」　うかがう
　②固定敬語（美化語）→話し手の立場意識に関係なく常にこの形でしか用いられない。
　　「おかず」「おこわ」「おしぼり」「ごはん」「お茶」「奥さん」「ごちそうさま」「お蔭（様）」の類。
対聞き手意識に基づく対者敬語
　流動
　③聞き手敬語　「ーです」「ーます」
　固定
　④固定敬語　　「ーです」「ーます」
　慣用句
　⑤慣用敬語　　「いたします」「ございます」「ぞんじます」「まいります」
　　　失礼致します。結構と存じます。寒くなってまいります。
明治前期（明治初年～十年代の終りまで）の敬語
	
	
	
	
	

	
	 近代敬語の形成時代
 　（１）政治改革：大政奉還（慶応三年）・王政復古（同年）・版籍奉還（明治二年）・廃藩置県（明治四年 

　　　　　　　　　全国関所の廃止（明治元年）
 　（２）　　　　：士農工商の身分制度の廃止→華族・士族・平民の時代
 　（３）文化改革：鉄道の開通（明治五年新橋～横浜間の往来、交流）
 　　　　　　　　：学制が発布（明治五年）→共通語の成立
 明治初頭の文学作品
 　仮名書魯文『西洋道中膝栗毛』　　　　　　　　仮名書魯文『安愚楽鍋』『開化問答』
 　三遊亭円朝『怪談牡丹燈篭』　　　　　　　　　坪内逍遥『当世書生気質』（明治十九年）
 　二葉亭四迷『浮雲』（明治二〇年～二十二年）　末広鉄暢『雪中梅』（明治十九年）
	
	

	
	
	
	
	


　客観的表現
　１お（ご）……あそばす
　○明れば嬢様は十七歳にお成りあそばしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　［『牡丹燈篭』一16①］
　○米「お嬢様え、彼のお方が、出て入らしゃったらばお水を掛けてお上げ遊ばせ、お手拭は此處にございます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［『牡丹燈篭』一20②］
　○無理に新三郎の手を取ってお上がり遊ばせと蚊屋の中へ引きずり込みました。　　　　［『牡丹燈篭』一28③］
　２お（ご）……になる
　○「サテ旧平さんかくの如く段々御話し申せば、政府にて太陽暦をおとり用ゐになりたる理窟は大抵御得心にな　　　りましたらう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［『開化問答』二編巻下。明治文化全集一五二頁］
　○亭「へい中身は隨分お用になれまする、へいお差料になされてもお間に合ひまする、」［『牡丹燈篭』一９⑭］
　○志「嬢様にはお変りもなく、それはそれは頂上々々、牛込から此處へお引移りになりましてからは、何分にも　　　遠方ゆゑ、存じながら御無沙汰に成りまして誠に相済みません。」　　　　　　　　　［『牡丹燈篭』一17①］
　○何時も嬢様は別にお楽しみもなく、鬱いでばかりいらしゃるから、斯ういふ冗談でもしたら少しはお気晴しに　　　なるだらうと思ひ、主人のためを思ってしたので。　　　　　　　　　　　　　　　　［『牡丹燈篭』一20⑦］
　○伴「山本さんと御一緒に梅見にお出掛けに成って、何か洒落をおっしゃいましたっけナ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［『牡丹燈篭』一26⑧］
　○伴「へい、むかむかとお好きに成って、そして何方へ釣にいらしゃるお積りで。　　　［『牡丹燈篭』一26⑫］
　３お（ご）……なさる
　○亭「へい中身は隨分お用になれまする、へいお差料になされてもお間に合ひまする、　［『牡丹燈篭』一９⑭］
　○米「何ですねえ志丈さん、貴方はお連様もありますからまァ宜いぢゃァありませんか、お泊りなさいな。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［『牡丹燈篭』一19⑬］
　○志「いえサ君は一体内気で入らしゃるから婦女子にお心掛けなさいませんが、男子に取っては婦女子位楽みな　　　ものはないので、今申した飯島の別荘には婦人ばかりで、それはそれは余程別嬪な嬢様に親切な忠義の女中と　　　只二人ぎりですから、冗談でも申してきましょう、　　　　　　　　　　　　　　　　［『牡丹燈篭』一16⑩］
　４お（ご）……です
　○志「結構なお住ひでげすな……」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［『牡丹燈篭』一17⑧］
　○伴「イヨお洒落でげすね、宜うがすねえ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［『牡丹燈篭』一27⑧］
　５お（ご）……だ
　６……なさる
　７（ら）れる
　恩恵的表現
　８お（ご）……くださる
　○孝「どうぞ何時までもお目掛けられて下さいませ。　　　　　　　　　　　　　　　　［『牡丹燈篭』一23⑩］
　　……てくださる
　○孝「殿様がお助大刀をして下さいますれば、敵の十人位は出て参りましても大丈夫です［『牡丹燈篭』一24⑰］
　○孝「殿様本当にあなた様が助大刀をして下さいますか、有難う存じます、」　　　　　［『牡丹燈篭』一24⑰］
　９お（ご）いただく
　10……ていただく
　○孝「是からはお劍術を教へて戴き、覚えました上は、それこそ死にもの狂いに成って親の敵を討ちますから、　　　どうぞ劍術を教へてくださいませ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［『牡丹燈篭』一24⑨］
　11……てさしあげる
　12……てあげる
　○どうしたらよからうと、一寸のがれにあとからもたしてあげるからと、つかひをかへして梅が枝ことを思ひだ　　　してサ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［『安愚楽鍋』七二③］
　関係的表現
　13お（ご）……申し上げる
　○孝「殿様には此間中御不快でございましたさうで、お案じ申し上げましたが、さしたることもございませんか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［『牡丹燈篭』一21⑰］
　○孝「どうぞ只今もお願ひ申し上げまする通りお暇の節にはお劍術を願はれますまいか。［『牡丹燈篭』一23①］
　14お（ご）……申す
　○志「君何方にゐました、いざ帰りませう、左様なればお暇申します、今日は種々御馳走に相成りました、有難　　　うございます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［『牡丹燈篭』一21④］
　15お（ご）……いたす
　○伴「兎も角もいらっしゃるならばお供をいたしませう。　　　　　　　　　　　　　　［『牡丹燈篭』一26⑯］
　○伴「だってそのための伴蔵ではございませんか、お供を致しませう。　　　　　　　　［『牡丹燈篭』一27⑧］
　16お（ご）……する
　○ひき「アレサ、モウモウ沢山だネ。てうどごぜんが来てゐるから、これでおつもりとしようじやアないか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［『安愚楽鍋』一〇八⑱］
置き換え表現による敬語
①あう【会う】→お目にかかる〔謙譲〕
　○お目にかかれて光栄です。
　○あたし、妹さんにお目にかかったのよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［大仏次郎・風船］
　○この軍隊がすきな兵隊なんて一体どこにいるやろか、日本中さがしていたら、お目にかかりたいわ……　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［野間宏・真空地帯］
②あたえる・やる【与える・遣る】→くださる〔尊敬〕→さしあげる・あげる〔謙譲〕→あげる〔美化〕
　○宮重の隠居所の婆あさんに銀十枚を下さったのだけは、異数として世間に評判せられた　［森鴎外・じいさん］
　○神様はかけらだけしか人間に下さらなく成った　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［大仏次郎・風船］
　○時によっちゃ、物凄いチップを下さるのよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　［堀田善衛・広場の孤独］
　○私が俊さんにさしあげる筈の手紙を読んでいらしたのでしょう　　　　　　　　　　　　　［芥川龍之介・秋］
　○そうして私のほうから、約束どおりの衣類をさしあげました　　　　　　　　　　　　　　　［太宰治・斜陽］
　○洋服はもう要らないから、欲しい人があったら誰かに上げて下すってもいい　　　　　　　　［島崎藤村・嵐］
　○伯父さんが旅行のお土産に胡桃をくれたの、もし好きだったら、あげる　　　　　　　　　［庄野潤三・静物］
③いう【言う】→おっしゃる〔尊敬〕→申し上げる・申す〔謙譲〕→申す〔丁重〕
　○英人の女教師が、イギリスにお帰りの時、十九の私にこうおっしゃったのを覚えています　　［太宰治・斜陽］
　○なんんとおっしゃる、うさぎさん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［石原和三郎・うさぎとかめ］
　○照子は勿体ない御姉様の犠牲の前に何と申し上げて好いかもわからずに居ります　　　　　［芥川龍之介・秋］
　○大阪へいらっしゃる御姉様に、御挨拶をなさいと申した事をまだ覚えていらしやって？　　［芥川龍之介・秋］
　○葦原醜男と申します　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［芥川龍之介・老いたる素戔嗚尊］
④いく【行く】→いらっしゃる・おいでになる〔尊敬〕→参る〔謙譲〕→参る〔丁寧〕
　○私が今日鶏を抱いて来て、大阪へいらっしゃる御姉様に御挨拶をなさいと申した事をまだ覚えていらしやって？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［芥川龍之介・秋］
　○面白くもないのに、座つしやらない方がよいと思ひますわ。こんな處へ何故ですかね　［瀧井孝作・無限抱擁］
　○どこかへ、また、飲みにおいでになりますか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［太宰治・斜陽］
　○其方、今夜の中に、敦賀の利仁が館へ参って、こう申せ　　　　　　　　　　　　　　　［芥川龍之介・芋粥］
　○こんな私の心は、私にも合点が参りませぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［宇野千代・おはん］
　○此処は火がありませんから、茶の間の方でも参りましょうか　　　　　　　　　　　　　［森本薫・女の一生］
⑤いる・ある【居る・在る】→いらっしゃる・おいでになる〔尊敬〕→ございます〔丁重〕
　○少しでも永くこのお家にいらっしゃりたい樣子であったが、　　　　　　　　　　　　　　　［太宰治・斜陽］
　○や、ここにおいででしたか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［永井荷風・腕くらべ］
　○若し文学の本がございますのですと、少し、古い本で見たいものが沢山ございます　　　　　［森鴎外・青年］
　○実は今日手前共にお祭がございましてね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［谷崎潤一郎・少年］
⑥おもう【思う】→おぼしめす〔尊敬〕→存ずる〔謙譲〕
　○難儀を致して居りますで、御縁と思し召して一夜だけ泊めて戴かれませんでしょうか［倉田百三・出家と弟子］
　○かように心細い暮しをなさいますよりも、少しは益しかと存じますが　　　　　［芥川龍之介・六の宮の姫君］
⑦きく【聞く】→うかがう・承る・拝聴する〔謙譲〕
　○私、一度伺おう伺おうとと思っていたのですが、あなたは今度、一体どんな御用で内地へ戻ってみえたのです　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［森本薫・女の一生］
　○只今のお詞は確に承った　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［森鴎外・じいさんばあさん］
　○お小言は後程ゆるゆる拝聴する事にして、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［水上滝太郎・大阪の宿］
⑧きる【着る】→召す〔尊敬〕
　○今夜特に老師は、久しく納われていた緋の五条の袈裟を召した　　　　　　　　　　　［三島由紀夫・金閣寺］
　○平田さん、お草履を召して行らっしゃい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［広津和郎・今戸心中］
⑨くる【来る】→いらっしゃる・みえる・おいでになる・おこしになる〔尊敬〕→参る〔謙譲〕→参る〔丁寧〕
　○ねえ、あなた、さっき遠山さんがいらっしゃいましたよ　　　　　　　　　　　　　　　［広津和郎・神経病］
　○「今夜、お前さんお約束なのかい」「いゝえ。あれっきりよ、だけれどきっと今に見えるだろうと思うのよ…　　　…」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［永井荷風・腕くらべ］
　○四時過ぎにはおいでになる予定です
　○「それで何方へ御越しで御座いますナ」「八王子へ行くのだ」　　　　　　　　［国木田独歩・忘れえぬ日々］
　○あんさん、うちのおっさんに聞いて御越しやしたにゃってなあ　　　　　　　　　　［水上滝太郎・大阪の宿］
　○あたしこちらへ参ってから、いつも鬱いでばかりいて、何一つ碌にお手伝いした事もないでしょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［鈴木三重吉・千鳥］
　○その後、たづ子さんからもお手紙が参るようになりましたが、　　　　　　　　　　［芹沢光治・愛と死の書］
⑩しぬ【死ぬ】→おかくれになる〔尊敬〕→なくなる〔美化〕
　○あゝ、あゝ、天子様もとうとう御隠れになる。己も……　　　　　　　　　　　　　　　［夏目漱石・こゝろ］
　○彼女の兄というのは二十二か三ぐらいでなくなりましたろう　　　　　　　　［島崎藤村・桜の実の熟する時］
　○私はあなたと御一緒になる時亡くなられたお母様からこの家の事をくれぐれもたのむといわれたのです　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［森本薫・女の一生］
⑪しる【知る】→存じ上げる〔謙譲〕→存ずる（存じる）〔謙譲〕
　○あの方はよく存じ上げております
　○些っとも存じませんで、甚だ失礼を致しました　　　　　　　　　　　　　　　［夏目漱石・吾輩は猫である］
⑫する【為る】→なさる・あそばす〔尊敬〕→いたす・いたします〔謙譲〕
　○玉木さん、あなたは是から奈何いうことをなさるんです　　　　　　　　　　［島崎藤村・桜の実の熟する時］
　○「札つき？」と、お母さまは、楽しそうな眼つきをなさって呟き　　　　　　　　　　　　　［太宰治・斜陽］
　○そんなこと奥さまがなさらなくても私いたしますわ　　　　　　　　　　　　　　　　　［森本薫・女の一生］
　○まあお召物を台無しに遊ばして何をなすっていらしっやるんですねえ　　　　　　　　　［谷崎潤一郎・少年］
　○（少庵サマハ）笛や鼓を遊ばされて、お吟さまともっぱら遊芸三昧に親しまれ　　　　　［今東光・お吟さま］
　○それでもたった一つ、善い事を致した覚えがございます　　　　　　　　　　　　　［芥川龍之介・蜘蛛の糸］
　○御姉様の親切な御言葉も、皮肉のような気さえ致しました　　　　　　　　　　　　　　　［芥川龍之介・秋］
⑬たべる【食べる】→めしあがる・あがる〔尊敬〕→いただく・頂戴する〔謙譲〕→いただく〔美化〕
　○ではあなたは召し上がらないのでございますか　　　　　　　　　　　　　　　　［芥川龍之介・南京の基督］
　○（妹サンハ）ビールを半分ほど、上がったわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［大仏次郎・風船］
　○おみおつけ、上がらないの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［山本有三・真実一路］
　○珍しくおあがりになるんですね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［瀧井孝作・無限抱擁］
　○私たちは、食堂で湯気の立っている熱いミルクをいただきながら、　　　　　　　　　　　　［太宰治・斜陽］
⑭ねる【寝る】→おやすみになる〔尊敬〕→やすむ〔美化〕
　○お父さんはもうお休みになりましたか。
　○（オバアサンハメガネヲ）たなの上のめざまし時計のそばにのせて、もう時刻もだいぶおそいから休もうと、　　　仕事をかたづけにかかりました　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［小川未明・月夜と眼鏡］
⑮たずねる【訪る】→うかがう・参上する・あがる・おじゃまする〔謙譲〕
　○あす十時にうかがいます。お宅に伺います。
　○それを承知で参上した。……眠狂四郎と申す　　　　　　　　　　　　　　　［柴田錬三郎・眠狂四郎無頼控］
　○いちどそちらへお勘定の相談にあがろうと思って　　　　　　　　　　　　　　　　［太宰治・ヴィヨンの妻］
　○「先生、済まない御無沙汰をしていまして－－一度あがるつもりですが」と、挨拶をする　［岩野泡鳴・耽溺］
　○明日お邪魔したいと存じます。
⑯みせる【見せる】→お目にかける・御覧に入れる〔謙譲〕
　○どうもすみませんでした、とんだところをお目にかけて　　　　　　　　　　　　　　　　　［石川淳・普賢］
　○御本はいつでもお出になれば御覧に入れます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［森鴎外・青年］
⑰みる【見る】→御覧になる・御覧下さる〔尊敬〕→拝見する〔謙譲〕
　○あの絵を御覧になりましたか。
　○詳しくは説明書を御覧下さい。
　○吉兵衛獅子はやっぱしええのう！……一つ拝見しようか？　　　　　　　　　　　　　　　［三好十郎・獅子］
⑱もっていく・もってくる【持って行く・持って来る】→持参する〔謙譲〕
　○使いの者に書類を持参させます。
　○御注文の品を持参致しました。
⑲もらう【貰う】→いただく・頂戴する・賜わる・拝受する〔謙譲〕
　○「雨になって困ったろう？」「いいえ、俥をいただいて来たから。」　　　　　　　　　［宮本百合子・伸子］
　○手前もその節娘といっしょに、御暇をいただいたのでございます　　　　　　　［芥川龍之介・六の宮の姫君］
　○お風呂をいただいて寝床に入るのが十二時、若い吾吉にも、これは辛かった　　　　　　　［山崎豊子・暖簾］
　○捨吉もかしこまりながら好きな強飯を頂戴した　　　　　　　　　　　　　　［島崎藤村・桜の実の熟する時］
　○うちの御三抔はよく細君の留守中に餅菓子を失敬しては頂戴し、頂戴しては失敬して居る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［夏目漱石・吾輩は猫である］
　○忠盛が、めずらしくも朝廷から賜わった恩賞の品じなも　　　　　　　　　　　　　［吉川弘治・新平家物語］
　○御承知の如く、私の所属する政友会は、今日中にも、大命を拝受するかも知れません［徳永直・太陽のない街］
⑳である→でいらっしゃる〔尊敬〕→です〔丁寧〕
　○お元気でいらしっやる。
　○お友達でいらっしゃる。
　○とうに御到着でいらっしゃいます。
　○悪徳には一切近寄らないと云うのが、あたしの立て通して来た主義です　　　　　　　［里見とん・多情仏心］
　○我々は二人とも大した旅行癖のない男です　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［夏目漱石・行人］
　○「先生、勝負は奈何でしたネ」と仕立屋が尋ねた　　　　　　　　　　　　　［島崎藤村・千曲川のスケッチ］
　○Ｋは真宗の坊さんの子でした　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［夏目漱石・こゝろ］
